wateke san no shinyo (01) by 田村 すず子
1  カッコウの神 
ヵッコク ヵムイ ヤイェユヵラ ヵムユヵラ 
KAKKOKKAMUYYAYEYUKAR  KAMUYUKAR 
カツ コウ の神が自分のことを 謡った神謡 
語り手 Wateke  ヮテケ ( 脾沢 ふじの ) 
沙流郡門別町 字 福浦 ( 旧地名新平賀 ) 出身 
録音 日 1959  年 10  月 31  日 
録音場所 北海道勇払郡鵡川町春日 3 区 サタ モ ( 平賀 サダ ) 宅 
-6 Ⅰ - 
頼 名 
歌い手の ワテケ氏 自身が、 「 kakkokkamuyyayeyukarkamuyukar  カッコ 
ク カムイ ヤイェ ユカラ カムユカラ というカムユーカラを 語ります」と 
言って謡い始めたものであ る。 (カッコウの神が 自分のことを 謡った神謡 ) とい 
う意味だが、 最後に言っているように、 この話全体を 叙述しているのは、 かソ 
コウ の神ではなく、 その妻になっていた 人間の女性であ る。 その叙述の中で、 
天から使いに 来た神が「カッコーカッコー」と 鳴いて夫の神を 説得し、 そのあ 
とは夫の神が 妻に向かって 自分のことを 言う。 それから再度妻の 叙述になるが、 
最後まで夫であ るカッコウの 神の話をしている。 つまり、 全体を叙述している 
のは妻であ っても、 物語の主人公は 夫のカッコウの 神であ る。 妻の叙述の部分 
は、 昔話や他の神謡などの 物語によくあ るような筋書きとなっており、 この神 
謡の核心部分は 夫のカッコウの 神の自叙の部分であ る。 したがって、 この神謡 
の初めの形はおそらく、 その核心部分のみで、 前後の部分は 次々に伝承されて 
くる過程でつけ 加えられたものではないかと 推測される。 この辺のことについ 
ては、 後に「 異伝 ・類語」のところで 紹介する白沢ナベ 氏の神謡「カッコウの 
妻になった 娘 」の「解題」の 中に中川裕の 考察が載っている。 
このテキストでこの 神謡を引用するときは「カッコウの 神」と略称する。 
折り返し (s ゑ Ikehe サケヘ ):hankakkokkakkok  ハン カッコ一一ク カッコク 
kakkok カッコ ク は ヵッコウ の鳴き声で、 その鳥の名称にもなっている。 
han ハンはいろいろな 神謡の折り返しの 頭について出てくるが、 中でも鳥 
の神謡の折り 返しによく出てくる。 同じ話者 ヮテケ 氏が 2 ヵ月前に札幌で 同じ 
神謡を謡っている 中では、 han ハンではなく hana ハナ と 言っている。 宙 「 同 
じ 神謡の二つの 録音」 Ⅰ 
他の既刊資料を 見ると、 同じ 砂 流地域の荷負本村の 西島テル氏の 謡った 
「カッコウ神に 育てられた 娘 」の神謡 2 篇では hara kakk0k ハラ カッコク、 
静 内の織田ステ / 氏の「カッコウの 姉さんは」に 始まる神謡でも hanakakkok 
ハナ カッコ ク となっている。 「大神聖』の「神謡 45 」 (Pp.209-214) は、 内容は 
これとは異なるが、 折り返しは han kakkokakkok ハンカッコー カッコ ク 
となっている。 これら 3 福の内容は ヮテケ 氏のこの神謡とは 異なる。 
一方、 この神謡と似た 内容の異 伝 とみなしうる、 砂 流地域の黒川 ちねぷ 氏の 
謡った神謡「私の 夫はか ソ コウ 鳥 」では「 nowwaoo0 / ウワオオオ 」、 千歳 
の白沢ナベ氏の「カッコ ウ の妻になった 娘 」では「 hunna:o: フンナーオー」と 
「 no 押 ao: ノーワ オー」のように、 カッコウの鳴き 声とは違う折り 返しがついて 
































































































私は夫と一緒に 暮らしていたが、 夫は熊でも鹿でもとってきてくれるので、 食 
べ物にも何にも 不自由することなく、 二人で幸せに 暮らしていた。 
あ る日のこと、 私の家の屋根にカッコウが 止まった。 カッコウは夜も 最も鳴 
いていた。 その間私の夫は 何も言わずに 百座で背中あ ぶりしている。 
六日大塊カッコウは 鳴き続けた。 六日目になると、 私の夫はいろりの 方に向 
き直ってこう 言った。 「私は普通の 人間ではない。 天のカッコウの 王 なのだ。 と 
ころが、 神の国では私が 結婚したいと 思う女はいなかった。 そこで人間界を 見 
ると、 あ なたは人間の 女であ るけれども、 あ なただけが私の 妻にふさわしかっ 
た。 だから、 私はこの世に 下って来てあ なたと結婚し 一緒に暮らしていたのだ 
が、 天からカッコウの 神が遣わされて 来て、 私に天の国へ 帰れと言う。 火の女 
神も私がもうしばらく 人間界にいられるように 頼んだり謝ったりしてくれたが、 
使いの神はどうしても 聞いてくれない。 とうとう、 明日は天の国に 帰らなけれ 
ばならなくなった。 私が行った後、 人間の若い男が 来るから、 あ なたたちは結 
婚して、 子供が一人か 二人でき、 あ なたはあ まり年を取らないうちに 死ぬだろ 
う。 そして、 神の国でこそ 私たちは本当の 夫婦になるのだよⅡ 
翌日、 まだ暗いうちから 夫は六枚の小袖を 着て帯を締め、 六枚の小袖を 羽織 
り、 外へ出て行った。 私も後について 出た。 夫は家と祭壇との 間で鳥の羽ばた 
きのようなタ フカさ という舞を何回も 操り返しているうちに、 とても大きな 鳥に 
なって飛び立った。 私は大声で泣きながら「私の 夫 よ 、 神 なる 夫よ Ⅱと言いな 
がらその下を 走った。 夫は何回も何回も 旋回し、 落とす涙が大雨のように 私の 
上に落ちてきた。 しまいに意を 決したように、 サーッ と天へ 昇って行ってしまっ 
た。 私は家に入ってころがりながら 泣いていた。 
私は死んだら 神 なる夫と神の 国で本当の夫婦になるのだと、 私の神なる夫は 
言ったのだ、 なるほど私はカッコウの 王を夫に持っていたのだなあ と、 一人の 
美しい女性が 自分の事を物語った。 
[ 前置き ] 
きょ ぅ は、 昭和 34 年 10 がち㏄ ) 31 日、 しばらくぶりで 福田すず子、 
若先生と い きあ いまして ( ヰ出会って ) ほんとうに、 涙ながらにうれし 
い涙をお どし (= 落とし ) ましたが、 うれしいながら ( 言うれしい気持 
ちで ) 、 昔の カ ム ュ 一ヵ ラ 、 kakkokkamuyyayeyukarkamuyukar カッ 































ア アンテ ホク 




























































































































































ハン カツ コ 一一ク カツコーク 
ア プ シ テ 一 ホークー 
ハン ヵツコ 一一 ク カツコーク 
トゥラ  ー タ フみ 、 
才力・アン キー コ ロ 
ハン か、   コ 一一ク カッコーク 
ヵ 一ム ィ ヘ 一 ネ 、 
ュ 一つ ヘイネイ 
エ フ ウナ 一 ブルーラン 
ハン か，   コ一一 ク かソ コーク 
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ハン かソコつ かソコク 
私は私の夫 と 
l)[a=an-te-hoku  ア ・アン・ テ ・ホク 仔 l 吊文中 
の ) 私が・いる・させる・ 夫l(( 引用文中の ) 私の本 
当の夫 二 わが 夫 ) 。 叙事詩の中で 夫を表す。 妻は 
a=antemaci ア アンテ マチ ( わが 妻 ) 。 
この神謡では、 主人公や登場人物であ る神や人 
の自叙に、 神謡でよく使われる 直接の 1 人称複数形 
(c 卜 / ヮ as の形 ) ではなく、 日常会話や昔話や 英雄叙 
事詩などと同様に 引用 1 人称の言い方 (不定人称 形 ) 
(a ナノ ヮ an の形 ) のみが使われている。 
2)tapne タ フネ ( このように ) は、 文法上も意味上 
もここになくてもよい 語 だが、 これが入ってこの 
行が最適の音節 数 5 音節に整っている。 
3) 直訳すると、 (暮らしていたときに、 暮らしてい 
ると ) 。 lei キ ( する ) が入ってこの 行が 5 音節に整っ 
ている。 
4-9) 昔話でもよく 出てくる常套表現。 5 行日は変則 
的な 3 音節。 第一音節 yuk ユク を、 2 音節分の長 
さに伸ばして 歌うことでこの 手足らずを処理して 
いる。 2カ月前に札幌で 謡ったこの神謡 ( 近藤 テ一 
プ ) は、 4-5 行日の部分は yukneciki Ⅰ kamuy 
neciki ユク ネ チキノカムイ ネ チキ と 言っ 
ている ( 宙 付録 ) 。 uwepeker ウウェベケレ (昔話 ) 
などでも、 このほうが通常よく 出てくる言い 方で 
あ る。 音節数も 4 音節Ⅰ 5 音節で、 このほうが都合 
がよい。 































ハン カッコク カッコク 
nanka ㏍ Okka ㎞ Ok 
オカアン アワ 
Oka=anaWa 
タネ アン キ コロ 
tane@an@ki@kor 
セム セタク / 
semSetakno 
オ カフス アワ 
Oka=an  aWa 
ハン カッコク カッコク 
nan  ka 牡 ok  kakkok 
、 ンネ アン ト タ 
sinean  tota 
アウンチセ ヘ 
a Ⅰ unCiSehe 
キ タイ ケ タ 
kltayketa 
ハン カッコク カッコク 







































ア ・エ ルースイ ベ 、 
シネプ カー ・イ ー サム 
リ ウェ ピリカコア ヌ 
ペヌ ネイ カン み 、 
ハン かソコ 一一 ク かソ コーク 
オカ ・ ア ン プー ワ 、 
タネ プ、 ノ キー コ ロ 
セム セ一タ クノー 
才力・アス プウ ワ一 
ハン カ    コ 一一ク カッコク、 
シネアン ト @  ター 
プランチ一 一セ へ一 
キ ータェケ @  ター 













7.8)( 私が食べたいと 思うものは一つもなかった )0 
uwepeker ウウェベケレ ( 昔話 ) ではもっと長く、 
nepa Ⅰ e ァ usuynepa ニ kon Ⅰ usuy ㏄ mokin0oka=an 
ネフ ァ エ ルスイ ネプ アコンルスイ ソモ 
キ /  オカ アン ( 何を食べたいとも 何をほしい 
とも 思 、 わずに暮らしていた ) といったような 表現 
を使って言うのが 普通だが、 リズムにのせるため 
にこのような、 各行 5 音節ずつという 短い表現にま 
とめているのだと 思われる。 聞き手はいつももっ 
と長い昔話の 常套表現を聞いているから、 この 短 
い、 半分のことしか 言ってない表現を 聞いても、 く 
わしく聞いたのと 同じように、 何不自由なく 暮ら 
していた話だと 理解できるわけであ る。 近藤テー 
プの同じ神謡でも、 ここと同じ表現が 使われてい 
る。 ロ 「同じ神謡の 二つの録音」 1 
8) < 一つもない / なかった ？ 。 
9)[u 、 e.pirka ウ ・ エ ・ピリカ互い・と 共に・よい 
ノ 豊かであ る l 。 食べものにも 持ちものにも 不自由 
なく豊かに暮らしていた。 
10)Penune ペヌネ は歌う韻文で、 前の動詞を受け 
て 「そうして」と 続けるときに 使われる。 人によっ 
て enune エ ヌ ネと 言う。 日常語の ene エネ、 ene 
an エネ アン、 eneiki エネ イ キ 、 enes ㎡ ki エ 
ネ シリキ などと置き換えられそうであ る。 
1l)awa アワ の初めの a アを 伸ばしている 間に発音 
がめれている。 
12) 韻文の表現。 ((w り   「今になったら。 」 tanean タ 
ネ アン ( 今になった ) 。 ki キは 韻律上人ったもの。 
13)[sem-setak,no セム・ セタク， / ( 否定 ). 短い 
間Ⅱ副詞形成 )l( 短くない間二かなり 長い間、 し ば 
らく ) 。 
14)awa の母音 a アは 中古早秋母音、 ェ 、 オ 、 ウ 
の 中 問の母音。 ここでも、 初めの ア を伸ばしている 
間に発音が変わり、 ゥに 近づいている。 
15) ここから話が 展開する。 
16)[un-cise(he) ゥン ・チセ ( へ )( 自分が ) そこにい ろ ・ 
家 ( 所属 形 Ⅱ ( 自分の住む・ 家 ) 。 日常語では、 uni 
(hi) ゥ目ヒ ) と 言う。 u ゥは 口の奥のほうで 発音 
しており、 オに 近く開こえる。 
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カッコ ク チカプ 
ka ぬ okCikap 
レウ ルウェ ネ 。 
「 ew  「 uWe ne. 
ハン カッコク カッコク 
hanka 牡 okkakkok 




ハン カツ コ ク カッコク 
nan  ka ㎞ ok  kakkok 
レク コロ ナ カ 。 
rek  koroka. 
ネ ラ ボキ 
ner 在 POkl 
ハン カッコク カッコク 
han  ka 牡 ok  kakkok 




セ トゥル セ セッカ。 
setu 「 Sese ㎞ a. 
ハン カッコ ク カツ コク 
ban@kakkok@kakkok 
ネ プ イエ カ 





































かソ コーク チー カプ 
レウ ル  ウェイ ネイ 
ハン かソ コ一一 ク かソ コク、 
ク ンネー へ一 ネイ 
ト一カープ ヘ一 ネー 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
レク コ一 ローカー 
不一 ラーポーキー 
ハン カッコ一一 ク カ、 ソ コーク 
・ ア ・アンテーホーク、 
・オシソ コ ウ ン マー 
セトゥ ルセイセイ ソカ 一 
ハン カノ。 コ 一一 ク かソ コク、 



















右 座 で 
背中あ ぶりしている。 
何も 
2 件 211 慣用的な対句。 
22) oka オヵ は複数形で (2 つ 72 人以上が ) あ る、 
いる ) 。 単数形は an アン ((1 つ / 1 人が ) あ る、 
いる ) 。 かソコウ は 1 羽だけだけれども 複数形 oka 
オカ が使われている。 神謡では、 叙事詩のように、 
1 つ / 1 人のことにも 複数形が使われることが 多 
い。 
23) 「 apoki ラ ボキ は (- している間 )。 
初 Ⅰ a.l 打日。 
25) 百度とは、 上座側から見て 右側、 いろりの北側、 
つまり入って 左側の座で、 家の主人夫婦の 座ると 
ころ。 
26) いろりに背を 向けて座っていることを 表す言い 
方。 















クシ ネ レレコ 
kunne 「 e 「 ko 
/ イワン レ レコ 
noiWan 「 e 「 ko 
トカプ レ レコ 
tokaprerko 
/ イワン レ レコ 
noiwan 「 e 「 ko 
ハン カッコク カッコク 
nanka ㎞ okkakkok 
カッコク チ カプ 
ka ℡ okcikap 
レク カネ コロ 
rekkanekor 
チセ キ タ イ タ 
CiSekltayta 
オカ ルウェ ネ 。 
Oka 「 UWene. 
ハン カッコ ク カツコク 
hanka ㎞ okkakkok 
キ ロク アワ 
Id@rok@awa 
メ イ エ エイワン ト 
iye-eiwan@to 
ネ ルウェ ネ 。 
















































ソ モ キ ー キー ノ ー 
クンネイ ン レコー 
/. イワン レレコー 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
かソ コ ーーク チ 一カ プ 
レク カーニー コロ 
チセキータイ ター 
オ カ ルーウェイ ネー 
/) ン カノコ 一 一 ク かソ コク、 
キー ローカーワー 
イイェエイワン ト一 
ネ一 ルーウェ一イ ネイ 
- ア 0- 
言わずに 
夜の日数 ( ひかず ) は 
上日 









お ) 始めの ki キは 、 昔話でも日常語でも 必要な ki 
キ (- する ) 。 あ との ki は韻律を整えるために 入っ 
た ki キ 。 
29) 「 erk0 レレコ は、 日数を表す名詞で、 4 以上の 
数連体詞のあ とに置かれる。 sine to シネ ト 1 日 
間、 tutk0 トゥトコ 2 日間、 rerko レ レコ 3 日間、 
inererko イネ レ レコ 4 日間、     。
29.32) 長い間、 何日も何日もを 表す韻文の慣用表 
現。 録音したとき 前半しか言わなかったが、 後半も 
必要だとのことなのでテキストで 補った。 「決まっ 
た対句には後半が 省略できるものもあ るが、 これ 
はできない。 」と [ 選集韻文 編 」に書いたが、 それ 
は誤り。 2 カ月前に謡った 近藤テープでも 前半だけ 
しか言っていない。 4 行の対句で決まった 慣用句で 
あ るから、 後半は言わなくても 聞き手にはわかっ 
てしまうので 問題はないのであ る。 しかし後に 
なって伝承者が 自分でテープを 聴くと、 「後半が欠 
けている」「全部言ってひとまとまりなのだ」とい 
う感じがするのだろう。 @an イワン ( 六つの ) は 
多いことを表す。 no- / はずいぶん多いという 気 
持ちを表すのではないかと 思 、 うが未詳。 ((W)): 
「 @anre,rkn イワン レ レコ <6 日 ) が普通の言い 
方、 noiwanrerko / イワン レ レコ は㏍ W)): 「カ 
ムユカル ( 神謡 ) とユカル ( 英雄叙事詩と 女性叙事 
詩 ) の言葉Ⅱ 
30)6 という数は多数を 表す。 6 日 6 晩 とは、 (いく 
日もいく晩も 、 夜も昼も ) 。 
34)kane カネ が kani カニ のように発音されてい 
るのは歌い方による。 
37) ロク の クとアワ の ア が続いて カ となり、 
この行はキロカ ワと 発音されている。 40 も同様。 
38)@e-e-,., イイェ・エ ーは (. ‥番目の )。 
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ハン カッコ ク カツコク 
han  kakkok  kakkok 
キ ロク アワ 
Ⅱ ニ Ⅰ Ok  aWa 
ヘサシヮ 
heSaSiWa 
ア アンテ ホク 
a=antehokU 
シキル ワ 
S Ⅱ け 「 UWa 
ハン カ・ ソコ ク カッコク 
hankakkokkakkok 
ェ ネ イ タキ 、 




nep  aynuhu 
ア ネ ルウェ ； 
a=ne 「 uweka 
ソモ タ パン ナ。 
SOmotaPan  na. 
ハン カッコク カッコク 
han  ka ㏍ Ok  kakkok 
カント オッタ 
kantoo 「 ta 
ヵッ コク ト / 
































ハン かソコ 一一 ク かソ コーク 
キー ローカーフ、 
へ一 サ 一 シーワー 
・アプンテイホーク 一 
、 ン一 キーリュー ワン 
ハン かソコ 一一 ク かソ コク、 
ヒネ ・イーターキ ア 
シスマー アーナク 
ネー プ アイヌ一フ 、 
・ ア ネ ルーウェイ カン、 
ソ モ ターパン ナ ー 
ハン カノコ 一一ク かソコつ 
カント一 ・オッタ 、 
カッコ ー一ク ノー 




















4l)he.sa イ Ga)si.wa へ ・ サ ・ ( アレ・ ワ ( 頭 ・ 前 ・立 
てる・ - して ) 、 直訳すると ( 頭 ( 顔 ) を前の方に立て 
て ) ヰ ( 前へ、 いろりの方へ )。 5a サ ( 前 、 海寄り 
の方 ) とはいろりの 方。 
43)[si-kiru 自分・の向きを 変える l < 向き直る ) 。 
㏍ W)): 「 hemakasinoanaphesas@asikiru ヘマ力 
、 ン ノ アナ プ ヘサシ ワ シ キル 後ろ ( を ) 向いてい 
たのが火の方へ 向き ( を ) かえたⅡ 
44) 散文の昔話や 日常会話では enehaweanhi エ 
み ハウェア ニ が多く使われる。 神謡や叙事詩で 
は hawean ハウェアンの 代わりに、 たいてい itak 
ィタク が使われる。 
45) ここから、 夫であ る ヵッコゥ の神の言葉。 リズ 
ム上は、 最初の音節 a アを 前の行末につけて 歌っ 
ている。 
4648) 直訳すると ( 何の人間でもな い ) 。 人間の姿 
になって地上で 暮らしている 神が、 「実は私はほか 
でもな い - だ」と身を明かすときに 言う慣用表現。 
穏 )- ぬ panna タ パン ナは． -nena ネ ナ また 
は．．． ne wa ネ ワ の代わりに、 よりきちんとし 
た言い方として 日常会話でも 使われる。 神謡や叙 
事詩ではしばし ば 出てくる。 この行は 5 音節で、 韻 
文の 1 行として最適になっている。 
49)or ぬオ ロ タ はいつも o 甘 a オッタ と 発音さ 
れる。 
50)tono ト / は 殿様、 役人、 さめ らい、 神 、 など 
を指すが、 ここでは㏍ W)): 「カッコウの 王様」。 
-73- 
ハン カッコク カッコク 
hanka は okkakkok 
アネ ワ アナン。 
a=ne@wa@an=an. 
アナク キ コロカ 
anakklko 「 ka 
ハン カッコク カッコク 
hanka ℡ okkakkok 
カムイ オッタ 
kamUyo 「 ta 
アヤイコ トムカプ 
a=yaykotomkap 
イサム ルウェ ネ 。 
isam@ruwe@ne. 
ハン カッコ ク カツコク 
hanka ㎞ okkakkok 
アイヌ モ シル ヌ 
aynu@mosir@un 
インカラス ア ワ 
inka 「 =anaWa 
ハン カッコク カッコ ク 
han〔akkok〔akkok 




ハン カッコク カッコク 



































ハン カッコ -- ク カッコ - ク 
・ アネ ワー ・アーナ ヌ、 
・アナク キー コロカー 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
カ 一ム イ ・ナッタ 一 
・アヤイコートムカープ 
イサム ルーウェー ネー 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
・アイヌ モーシールヌ 
・インカラス ・アウ ワ一 
ハン カッコ一一 ク カツコク、 
・アイヌ ノー /   コ 一 
エネ コロカイキ 一 




52)(,., しはするけれど )。 




54)yay-k0t0m 、 ka ヤイ ・ コ トム・ 力 ( 自分・に似 
合う・とする ) 、 「自分の連れ 合いとしてふさわしい 
と思う」という 表現で、 「一緒になりたいと 思う」と 
いうことを言っている。 ((W ル 「自分に相当した 愛
するにいい。 普通にも ( 田村 注 : 「神謡や叙事詩で 
なくても」の 竜鳴言う。 男が女を好きになって 似 
合いで夫婦になったことを、 yaykotomkawakor 
ruwetabese ヤイコ トム カ ワ コン ルウェ ダ 
ベ セ ー と言う ( 田村社 : 「 ダベセ 」は日本語 ( た ろ 
うよ ) 。 )0 女から男をでも。 uyaykotomka ウ ヤイ コ 
トム 力 互いにⅡ 












あ なたは人間の 女 
ではあ るけれども 
56)un ウン は方向を表しょく <,., へ ) と 訳され 
る 。 ここでは見る 方向を表しているのでくへ 目を 
向けた三 - の方を見た ) 。 n ンの 発音「 ヌ 」に注意。 
「 ン 」の音ではない。 
57)awa アヮ の初めの a ア はごく短くてすぐに w 
ウ に移っている。 
5g)korkayki コロ カイキ は韻文用語。 日常語では 
korka コロ カ 。 1 音節ふえて韻律が 整っている。 
-75 ， 
エア ニ パテ ク 
eanipatek 
ア エヤ イコ トム 力 。 
a Ⅰ e Ⅰ yaykotomka. 
ハン カッコク カッコク 
nan  ka ㎞ ok  kakkok 
タン ペ クス 
tan  PekUSU 
ラ ナン キ ヮ 
丁百 n 串 an  l ガ Wa 
ハン カツ コ ク カッコ ク 
ban〔akkok〔akkok 
ウ コラン キ ワ 
Uko イ目 an  ki  Wa 
オカ アン ルウェ 
Oka 二 lan  「 uwe 
ハン カッコク カッコ ク 
han@kakkok@kakkok 
ネ ロ ク アワ 
ne 「 Ok  な wa 
カント オ ロ ワ 
kantoo 「 Wa 
/) シ カツ コ ク カッコ ク   
hanka ㏍ Okkakkok 
カッコ ク カムイ 
kakkokkamuy 
アウテク キ ワ 







































   エ ・アニー パーテーク 
アイヤ イコ 一トム カ 一 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
タン ペイ ク 一ス一 
ラーナン キ 一 ワー 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
・ ウ コラン キー ワー 
・オカ・アン ルーウェー 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
ネー ローカウワ 一 
カ ント一   オロ ワー 
ハン カノ コ --. ウ カッコク、 
カッコーク カーム   

























































61)< 私が妻にしたいと 思う女性はあ なただけだつ 
た ) ということを 言っている。 行頭の a アは 前の 
行の k クに 続けて発音され、 ほとんど カ のよう 
に聞こえる。 この a- アと 次の e- エとで二重母 
音の 一 音節 ay アイになっている。 
62) Ⅰ ;anpekusu タン・ ぺ ・クス ( この・こと  
のために ) 。 
63)ki キは 韻律上人ったもの。 3音節しかない 行 
を 4 音節にふやしている。 
64) [u.kor ウ ・ ココ 互い・を持つ lは ( 結婚する ) 。 
ki キは 韻律上人ったもの。 4音節しかないところ 
を最適の 5 音節に整えている。 
㏄ ) 「 ok ロクと awa アワ は続けて発音され、 ロー 
カウ ワ のように聞こえる。 しかし k クは 前の音 
節の音節末子音の 音色をも持っているようにも 聞
こえる。 
67) 「のあ とに母音 0 がつき、 orowa オロ ワと 
聞こえるが、 他の月例からみてもリズムの 取り方 




69) ljtek ウテク は ( 使いにやる、 遣わす ) 。 ((W): 
「行って来いと 言う。 」他方言では uytek ウイテク。 
この方言で第 1 音節にアクセント 核を置いて発音 
されるのは、 二重母音 uy ウイの名残りであ ろう。 
ほかに uyna ウイナ <( 二つ以上 ) を取る > ( 他方 
言 ) け na ウナ ( 灰 ) にの方言 ) の例もあ る。 
-7 ア - 
イ コチサランケ。 
i Ⅰ kocaranke. 
ハン カッコク カッコク 
hanka ㎞ okkakkok 
カム ユチ ネ ヤッカ 
Kamuyucineya 牡 a 
イコッチ ャケヘ 
l=kotCakehe 
エヤ ユナシケ 。 
eyayunaske. 
ハン カッコク カッコ ク 
ban〔akkok〔akkok 
「ナ イルカ ポヵ 
Ⅱ nai Ⅱ UkaPoka 
アコロ カムイ 
a 二 ko 「 kamUy 
ハン カッコ ク カツコク 
hanka ㏍ Okkakkok 
アイヌ モ シッタ 
aynUm0S ・ ⅠⅠ t a 
アンテ キ ャン 0 」 
ant<eki  yan. Ⅱ 
力ム ュチ ； 
KamUyUCika 
ハン カッコク カッコ ク 
ban〔akkok〔akkok 
イ コ ソ チ ャケ タ 








































・ イ コチャーランケイ 
ハン かソコ 一一 ク かソコク Ⅱ 用 
カム ユチ ネ ヤッ カ ー 
イコッチャーケーヘム 
・エヤユ ー ナーシケ 一 
ハン カッコ一 - ク カッコク、 
ナ イルカー ポーカー 
アー コ ロ カー ムイ 
ハン かソコ 一一 ク かソ コーク 
アイヌ モーシッタ 、 
・アン ア 一 キー ヤン 
カムユ 一 チ 一 カー 
ハン カノコ一一ク カッコク、 
ノコ，チ ャ一 ケー ター 
-78 ・ 
私に談じこんだ。 70) 私にチャランケ ( 談判 ) をしかけてきた。 説得 
しに来たわけであ る。 折り返しの後の ( 井 ) は咳の 




「せめても う 少しの間 
わが神を 
人間界に 
いさせてあ げてください 止 
火の女神も 
7l)kamuyuci ne カム ユチ ネ の 5 音節を長めの 
2 拍で言っている。 ドkamuy.huci カムイ・ プ チ 
神 ・おばあ さき l は 、 ヮテケ 氏の発音では 
Kamuyuci 力ム ュチ 。 火の女神はまた Ape-hdci 
kamuy アペプ チカムイ ( 火のおぱあ さきの神 ) と 
も言われる。 
7%73)k0tcake(he) コッチャ ケ ( へ )(-0 節 ) は 、 主 
に立っている 人や座っている 人の双を言うが、 こ 
の場合、 人をかばつて 代わりにものを 言ってあ げ 
る心理的な位置を 言っている。 yayunaske ヤユナ 
シケ はいろいろ頼んだり 謝ったりして 依頼や命令 
や申し出を断ることを 言う。 e- ェ《そこ ) で ) は 前 
の卜 kntcakehe ィ コッチャ ケヘ ( 私の前 ) を受け 
る。 ((W)): 「自分の双に、 なんとかそう 言わないで、 
も少し置いてくださいと、 お使いの ヵッコク に願っ 
たりあ やまったりしている 目 
73 八 (W)): 「願ったりあ やまったりする。 普通にも 
( 言う ) 。 」 
74 Ⅰ   (W)): 「もう少しでも。 」 na ナ ( まだ、 もっと ) 、 
@ruka イルカ ( 短 い間 ) 、 p6la ポカ ( せめて…だけ 
でも ) 。 nairu ナイルが 3 速 符 のように、 2音節分 
の時間で歌われている。 
77)((W)): 「置いてください。 」 [an.te いる・させ 
る ] 。 ki キは 韻律上人った。 これがないと 3 音節し 
かなくて、 短 すぎる。 昔話ならこのあ とに sekor セ 
コロ L. と ) が 入るところだが、 省かれている。 
























アナク キ コロカ 
anakklko 「 ka 





Otuca 「 anke 
オレ チ サランケ 
o 「 eca 「 anke 
ハン カツ コ ク カッコ ク 
ban〔akkok〔akkok 
イエ ロク アイ ネ 
yerok な yne 
二 サッタ ブ、 ノ コロ 
niSa は a an ko 「 
ハン カッコ ク カツコク 
han ka ㎞ okkakkok 
カント オル ソ 
kantoo 「 Un 
アルパアン ク ニプ 
arpa=ankunip 
ア ネ ルウェ ネ 。 
a=ne 「 uwe ne. 








































 イェー ルーウエー ネイ 
ブ ナク キー コロカ ー 
ハン かソコ ー カーク 、 ソ コク、 
プ ウテつ カー ム イ 
オトゥ チャウランケー 
オレ チヤウランケ 一 
ハン か ノコ一一ク かソ コク、 
イェー ローカイネ 一 
ニ サ     ター プン コロ 
ハン かソコ 一一 ク かソ コク、 
カントウ ー寸 I シス 
プルパ ' アン クーニ プ、 
ブネ ルー ゥエ イ ネ一 












82) 使いによこされた 神 。 
83-84)otu.,.ore,., オトゥーオレ ， ， ． < 二つも三つもの 
     Ⅰは 、 ( いくつもいくつもの、 たくさんの )。 ㏍ W)): 
「なんて言っても、 自分も Kamuyuci 力ム ユチ も 
言っても、 降りて来た a Ⅰ u 億 kkamuy アウテク カ 
ムィ ( 使いに寄越された 神 ) が承知しない。 なんと 
しても天の国にいなければたのだと 言われて来た 
んだと caranke チャランケ ( 談判、 言い立て ) し 
ているⅡ 
85) 「 okayne 0 ク アイ ネ の 2 語のつなぎ目の 昔 
は 66 行 目 と同様に聞こえる。 
86)an  アンは、 この場合 (    ( とき ) になる )0 
87-89) 直訳すると ( 私は天へ ( 二神の国へ ) 行くべき 
ものであ る ) 、 つまり㏄行くことになった / なっ 
ている、 行かなければならない )。 
88)kuni クニ の u の母音もずいぶん 奥で発音さ 








ネ ヤク ン 、 
neyakun, 
イサマン ヤッカ 
iSam Ⅰ an  yakka 
ハン カッコ ク カツコク 
han  kakkok  kakkok 
イ ヨカ ケ タ 
テコ Okaketa 
ハン カッコ ク カツコク 
han  ka ㎞ Ok  kakkok 
アイヌ オッカ イポ 
aynU  O 牡 aypo 
イヨル ンクン ネ 
iyor Ⅱ nkurne 
エク ナン コロ ワ 
eknanko 「 Wa 
ハン カッコク カッコク 
hanka ㎞ okkakkok 
ェチ ウコロ キ ワ 
eCi 士 Ⅱ ko 「 ki  Wa 
、 ンネ ポ トゥ ポ 
SlnePo ・ t UPO 
エチ ウ ココロ ヤッカ、 
eCi%Ukoko 「 yak Ⅹ a, 
ハン カッコ ク カツコク 
han  ka ㏍ ok  ka ㎞ ok 
スクプ ホントム タ 
SUkUP  hontom  ta 
90  キ ワ ーネ 一 ヤ クン、 
91  . イ サ マ カシ ヤ ーッ 一 
ハン カ ノコ一一ク   ッ コーク 
92  イョ カーケイ タウ 
ハン かソコ 一一 ク かソ コク、 
93  . アイヌ ・オーッ カイポ一 
94  7 ョ ル ンクン ネー 
95  エク ナン コロ ワ 一 
ハン カ ツコ 一一 ク か ソ コク、 
96  . ェチウ コ ロ キー ワ一 
97  シネ ポ ー トウ 一 ポー 
98  エチウココロ ヤッカ、 
ハン かソコ一 ） ク かソコつ 











90) 直訳すると ( そうしてであ るなら ) 。 つまり、 ( そ 
うであ るとすれば )。 yakun ヤク ン は、 仮定条件 
とは限らず、 既定のことでも、 次の話への双提条件 
を表すときに 用いられる。 日本語に訳すときは、 「 - 
なら」と訳したのではうまく 合わないこともしば 
しぱあ る。 
91)((W り   「おらなくても。 」 yakka ヤッカ の前の 
isam ニ ;an の n ン はゆるい i イの 鼻母音。 
92)@ イと a,e,0 ， u ア、 エ、 オ、 ウが 続くとき、 
しばしば y が入る。 ここでも @okake イ ・ オヵケ 
が iyokake イコ カ ケと 発音されている。 oka オヵ ; 
okake(he) オカケ ( へ ) はくの後 ) だが、 <( 火 ) の死 
後 ) を表すのにも 使われる。 
93) ((W)) は 、 後の日本語解説で ( 若い衆 ( わかい 
しゅ )> と訳している。 
94)[1-or-un-kur イ ・オロ・ウン・クル 人 ・のとこ 
ろ・にいる・ 人 l は 住み込んで家の 仕事を手伝う 人 。 
居候と訳せる 場合もあ るが、 ((W)): 「小使。 」 ne ネ 
は 、 この場合 (,,. として、 …のように、 …になって ) 。 
n の前で上 が n になり、 kur ne クル ネ は 
kunne クシ ネ と 発音されている。 
94-95)((W)): 「小使の人みたいになって 来るⅡ 
㏄ )ukor ウコロ の ァロ は 1 音節分の長さに 発音さ 
れている。 
あ なたはあ まり年取らないうちに 
98) 子どもが生まれることを k0r コロ ( 持つ ) とい 
う語を使って、 「子どもを持つ」と 言う。 ukokor ウ 
ココロは二人の 間に子どもができること。 字余り 
でリズムがくずれている。 
99) ( 年を取っていく 途中で ) 。 老死するまで 生き 
ないでまだ若いうちに。 p プと ho ホと 続いて DO 
ポと 発音されているが、 弱い気音を伴うはっきり 


























 ハン カッコク カッコク 
hankakkokkakkok 
[ ウ l カムイ オッタ 
[u]@kamuy@or@ta 
ネ ヤク エアシリ 
neyakeasir 
ハン カツ コ ク カッコク 
hankakkokkakkok 
ソン /  ウコロ 
SOnnouko 「 
シ /  ウコロ 
sino@ukor 
ハン カッコク カッコク 
hanka ぬ okkakkok 
ア キ ナン コロ ワ 。 」 
a=klnankorwa. Ⅱ 
セコ ロ オカイ ペ 
sekorokaype 
ハン カッコク カッコク 
hankakkokka ㎞ ok 
アヘコテ カムイ 
a=hek6te@kamuy   
ノエ ルウェ ネ 。 
ye 「 uwene. 
ハン カッコク カッコク 















































ヒ イサム マークス 
ハン か  コ一一ク かソ コク、 
[. ウ ] カム イ タ牙ノ一 、 、 
ネ ヤク ヒ ・イア - シリ 
ハン か  コ一一 ク かソ コク、 
ソ ンノー う 一コロ 
ン一一、 ノ ・ ウ 一ココ 
ハン カ    コ 一一ク かソ コク、 
・アキ 々 ンコロ ワ一 
セコ ロウ ヵ イ ペ 一 
ハン カ ツ コ -" ーク カッコク、 
・ ア エコアー カムイ 
イェー ルーウェー ネ、 



















































































102)yak ヤクの k クと eas@r エアシリの e エが 
続いて、 ke ケ という 1 音節になり、 ヤケイアーシ 
リ と 発音されている。 easir エアシリの a アは a 
アと u ウ の中間、 [3l になっている。 easir エアシ 
リはこの場合 ( しであ って 湖 めて -) 、 つまり (- 
しなければ - できない ) 。 
103-104) 同じことを類義語を 使って操り返してい 
る。 死んで、 神であ る夫または妻のいる 天国に行っ 





























































107)hekote ヘコテ は ( 連れそっている ， ，， )o he へ 




































二 サッ タ アン コ ロ 
niSa 廿 aanko 「 
ハン カッコク カッコク 
hanka ㏍ okkakkok 
ナ シリ クシ ネイ ワノ 
nasirkunnehiwano 
イワン コソ ンテ 
Ⅰ wan kosonte 
ウコ エクトコ 口 
ukoekutkor 
ハ、 ノ カ、 ソコ ク カッコク 
han  kakkok  kakkok 
イワン コソ ンテ 
iWan  koSonte 
オパネレ 
opanere 
ハン カッコク カッコク 
han  ka ㎞ ok  kakkok 
ソコンパ 々 。 
soyonpa@na. 
オス ソイネ アン。 
OSSOyne=an. 
ハン カッコク カッコク 





























































( ギ )  チ一 サン キ一 コロ、 
・オカフス ・アウワ一 
ニ サッ ター プン コロ 
ハン かソコ 一一 ク かソ コク、 
ナ 、 ン リュク シ ネイ ワ一 ノー 
イワン コーソンテ、 
うコ ・ エ一ク トコロ 
ハン カ 、 ソコ 一一ク カッコク 
・イワン コーソン デ、 
・オ ー パーニー レ 
ハン カノコ一ーク カッコ ク 
ソー   ンパー ナ、 
プ ス ソ イ ニ一プシ 




















































































11I)nisatta ニサッタ は、 通常は「明日」を 表す 
が、 ここでは「その 翌日」の意味で 使われている。 
近藤テープの 同じ神謡では、 同じ文脈の 126 行目で 
is@ne イ シム ネ ( 翌日 ) が使われている。 
112)hi ヒを 前の音節にくっつけて ney ネイとい 
う 1 音節にし、 この行を 6 音節にして 4 拍に合わせ 
ている。 
115116) 人間の姿で地上に 暮らしていた 神が天に帰 
る 身支度をする 場面の常套表現。 6 枚の着物を着た 
上からまとめて 帯をしめ、 その上からさらに 6枚の 
着物を着て帯をしめない。 kosonte コソ ンテ は 
@( 日本語 ) 小袖 l 、 絹の上等の着物。 ㏍ W) 川 113-114) 
「五、 六枚のころも (衣 )( を ) 、 着て 帯 ( を ) しめたⅡ 
114)[uk ひ e.kut-k0r ウコ ・ エ ・クト・コロ 一緒に 
まとめて・ - で・ 帯 ・を時司 は <.,. を着て一緒に 
まとめてその 上から帯をしめる )。 
115)t は d に近い ( コソ ンテ の テ は デ に近い ) 。 弗 昔 
の後でよく起こる 現象であ る。 
116)opmere オパネレ の ら の子音が狭く、 opam 血 e 
オパニレ のように発音されている。 opanere オパ 
ネレ は 、 着たままで帯をしめないことを 言う。 
㏍ W り   「 帯 ( を ) しめないで羽織りがけに 着るⅡ 
外 へ出て行った。 
私もあ とについて出た。 
117) 砂 流方言話者の 中にも soyenpa ソ イェン パと 
言う人もあ るが、 この話者はこう 発音する。 
118)0s オシ はそれだけ言うと オシ に近く発音さ 
れることが多いが、 s0 ソの 前なので、 すぐ後に続 





UkoUtU 「 ta 
ハン カッコク カッコク 
hanka ぬ Okkakkok 
オ トウ タ フカシ ル 
OtUtaPkan 「 U 
[ オ l ウチ ウ パ ン 
[o]@uciwpare   
キ ロク アイ ネ 
klrokayne 
シ ポロ チ ヵプ 
siporocikap 
ネ ルウェ ネ 。 
ne ruwe ne. 
ハン カッコク カッコク 
hankaMok  kakkok 
ホ ブンパ キ ナ。 
hoPUnPakina. 
チョロ ポキケ 
co 「 poklke 
ア エ バシ キ ワ 
a 亡 eP 百 SkiWa 
チ サン 
ClS 亡 an 









































































チ一 セー ヌ ー サー 
， ウコ ・タートゥッター 
ハン カッコ一一ク カッコク、 
・オト ウ タープカンルー 
[. オ 1 ウチ サ パーレー 
キー ローカイネ、 
シ ポ ロ 一 チー カ プ 
不一 ルーウェー ネー 
ハン ヵソコ 一一ク カ ツ コク、 
ホ + プンパー キー ナー 
チョロポーキー ケ、 
・ アエ パーシ キー ワー 
チ サン 一 




11g)nusa ヌサ ( 祭壇 ) は家の東 棚 にあ る。 
119-125) は、 地上で暮らした 神が天の国へ 帰るシー 
ンの常套表現。 





121.122) 雅語的慣用表現。 ぬ pkanru タ フヵシ ルは 
tapkar-ru タ フ ヵラ・ ル ( 踏舞，道筋 ) 。 こうして 
tapkar タ フヵラ のあ とに ru ル をつけ、 前に otu 
オトゥ ( 二つの ) の 2 音節を置いて、 1行を 5 音節 
に整えている。 
otu-ore- オトゥーオレ - ( 二つも三つもの     ) の 
構文で、 0tutapkanru Ⅰ 0retapkanru オトウ タ 
フヵシ ルⅠオレ タ フカシ ル ( 二つの踏舞Ⅰ三つの 
踏舞 ) というところを、 後半を省略している。 
((W)): 「何回となく 酋長の舞みたいなこと (を ) して 
いた。 ユカ 円 叙事詩 ) と カムユカ川神謡八の 言い 
方 ) 。 」 






127) 話すときは i が 落ちて corp0kke チョロポッ 
ケとなるのが 普通だが、 歌っているので i がはっ 
きり出た 0
1%)((W)): 「走り回っていたⅡ [e.pas エ ・パシ 
( そこ ) で・走る l 。 チエ (( そこ ) で ) は 前の行の 
corpokike チョロ ポキケ ( その 下 ) を受ける。 pas 
パシ ( 走る ) は北見や樺太の cas チャシ ( 走る ) と 
同源だが、 この方言では 特殊なときにしか 使わず、 
通常は hoyupu ホユプ [ 判ノ hoyuppa ホユッパ 
[ 複 l と 言う。 
129) 行末の n ン はここでは英語の ne の音 、 [nl に 
なっている。 
129-130)cis チシ は一般に泣くこと。 2音節 2 拍を 
言ったところで 言い直した。 paraparak パラパラ ク 
は ワ一ワ 一大声で泣くこと。 
-89 ・ 
ハン カッコ ク カツコク 
han  ka ㏍ Ok  kakk0k 
「 ア アンテ ホク 
Ⅱ a 与 antehokU 
ア カムイ ホク 」 
a=kamuyhoku@" 
ハン カッコク カッコ ク 
ban@kakkok@kakkok 
イ タカ、 ノ キ コロ 
itak=zan  ki  ko 「 
パラパラカン。 
paraparak=an. 




オ トゥ スイ コンテ 
OtUSUykonna 
オレ スイ コン ナ 
o 「 esuykonna 
エ シカンナトキ 
esikannatkl 
ハン カッコ ク カツコク 
han ka ㎞ okka ㎞ ok 
ランケ ヌペ 
「 anken 百 Pe 






























































ハン かソコ 一一 ク かソ コーク 
ププンテーホーク、 
プ カムイホークー 
ハン かソコ 一一 ク かソ コーク 
・イタカン キー コ ロ、 
パラ ノ 。 一 ランカン 
ハン かソコ 一一ク かソ コク、 
メイ エ ンカーシーケー 
オト ゥ スイ コンテ、 
坊 レ スイ コンナン 
ヒ シカン テ  キ一 
ハン かソ コ 一 つ か ソ コク、 
ランケー ヌ一 ペイ 
ル ヤンペ 一 クンネー 
-90- 
「私の夫 よ、 









133) 韻律の関係で sekor セココ ( と ) が省略され 
ki キが 入っている。 日常語なら sek0rhaweank0r 
セコロ ハウェアン コ ロと 言うところであ る。 
134) 二つ目の p の後の a は 、 伸ばしている 後半 
で a アと u ウ の中間のⅢになり、 pa: パ ーと pau 
パウ の中間の発音になっている。 
135)enka エン カ [ 概 @enkasike エン カシケ [ 所 l 
は 離れた上方を 言う。 話すときは i が落ちて 
enkaske エン カシケと 発音されるのが 普通だが、 
歌っているのではっきり i が 出ている。 
13 年 137)tusuyresuy ト ウ スイ レ スイ と 
言えば、 ニ 、 三回だけのことも 言うが otu.-ore... オ 
ト ウ - オレ - の構文を使うと ( 何回も何回も ) 。 
konna コン ナ には積極的な 意味はない。 韻文、 特 
に叙事詩でよく 使われ、 リズムを整えると 同時に、 
次に叙述が来ることを 予告する。 
138)sikannatki シカンナトキ ( 回る ) は、 ここで 
は韓を描いて 旋回したことを 言う。 ナエ <( そこ ) 
で ) は 3 行上の ヒ enkasike イ イェン カシケ ( 私の 
上 > を受ける。 
13%142) 神が人間から 鳥の姿になって 天に帰って 行 
こうとするときに、 別れを惜しむ 場面の常套表現。 
140) 「 uyanoe ルヤン ぺは日常語でよく 嵐 やしけを 
さすが、 ここでは大雨。 kunne クシ ネ け kur.ne ク 
ル・ ネ ( 影ノ姿 ・になって m) は ( …のように ) 、 神 
謡や叙事詩の 言葉。 ruyanpekunne. ルヤンペ ク 
シ ネ 山 (W)): 「雨が降るがごとく。 」 ruVaDtosane ル 
ヤプト サネ と 言っている例もあ る ( 窟 「音声 1 」 
-91 ・ 
ハン カツ コ ク カッコク 
hankakkokkakkok 
イクル カシケ 
テ目 ku 「 kaSike 
チオランケカラ。 
ciorankekar. 
アナク キ コロカ 
anakklko 「 ka 
ハン カツ コ ク カッコク 
hanka ㎞ okkakkok 
コンラム コンテ 
kon 「 am  konna 
ユプコ サンパ 
yUPkoSanPa 
ハン カッコク カッコク 
han ka ㎞ Okkakkok 
カント コトロ 
kanto  koto 「 
コシイ エ タイパ。 
kosiyetaa@ypa. 
ハン カッコク カッコク 
han  ka ㎞ Ok  ka ぬ Ok 
アスカルミ ポカ 
a 才 nuk ゑ rhumlpoka 
イサンマ、 
lSam  Wa, 
アコ ソ チセ オッタ 

























































ハン カッコ一一ク カッコク、 
・イク )   カ ー シーケー 
チ牙 フンケーカラ、 
ブ ナ  キー コロカー 
ハン かソコ 一一 ク かソ コーク 
コンラム コンテ、 
ユプコ一 サンパー 
ハン カツコ一一ク カッコク、 
カント一 コートロ 
コシ・ イエー タイパー 
ハン かソコ 一一ク かソ コク、 
・アヌカ ルミ ポ カ 









14l)kurka クル 力 [ 概 l;kurkasi(ke) クルカシ (ケ ) 
[ 所 l は (.,. の上一面 >0 
142)  l づ ・ O,ranke-kar チ ・ オ ・ランケ・ カヲ ( 中相 
接頭辞 ).( そこ ) に・落とす・する l は <( そこ ) に落ち 
た ) 。 話すとき、 語るときは corankek 虹チコランケ 
カさ と言う。 0- オ <( そこ ) に ) は、 前の行の 
た kurkasike イクル カシケ ( 私の上 > を受けている。 
141-2 八 (W)): 「自分の上さそそがってくるⅡ 
1%-145) 別れを惜しんで 泣きながら旋回していた 神
が 、 意を決して サッと 行ってしまうシーンの 慣用 
句。 ((W)): 「思い切って。 」 
146) 直訳すると ( 天の面 ) Ⅰ ( 空 ) 。 
147) @ チ封土 ltaypa コ ・ シ ・エタイパーに・ 自分  
     を 引っぽる l 複 Ⅱは直訳すると (.., に 向かって 別 つ 
天の方 へ ば られた )。 y は i と e が続くために 入った 昔 。 
14 色 7 八 (WT 「天の方へ、 何かに引かれて 行くよう 
引かれるように 行ってしまった。 に行ってしまった。 148) ここから語りの 」 終結部。 
148-9) Ⅱ 5 り   「見ることもできないⅡ直訳すると 
( 見える感じもなくて )、 つまり ( 全然見えもしない 
で >0 
l50) < 自分の家に )。 この方言の日常語では、 cise 
全然見えなく チセはどちらかというと 家屋を指し、 自分の住居 
( すまい ) を言うのにはたいてい un Ⅱ rh リウ ニ ( ヒ ) を 
使って a こ unih リアウ ニ ( ヒ ) W 私の家 ) のようにい 
なって う 。 その場合 or オロ は入れず、 auni ta ア ウ ニ 
タ という。 神謡や英雄 叙き詩 ・女性叙事詩等では 
よく a=uncise(he) ア ・ウンチセ ( へ ) が使われる。 こ 
私は家に の神謡でも 16 行目では a=uncisehe アウンチセ ヘ 
-93- 
ア フナン ワ 、 
ahUn=anWa, 
チシ コカラカラ セ 
Cskokarkarse 
アキ コロ アナン 
a ⅠⅢ kor 百 n=an 
ルウェ コ本 ア ヤク ン、 
Ⅰ uweneayakun, 
オン ネ 、 アン ヤク ン 
onne=anyakun 
アカムイ ホ ク トゥラ / 
a コ二 kam 口 yhokUtU Ⅰ ano 
ウ コラン 
り ko ト =an 
カムイ オ ツタ 
kamUyo ァ ta 
ア キ ク 二 
a 亡 ㎞ k り nl 
アカムイ ホク 
a=kamUyhokU 
イェ カ ネ コ 口 
ye@kane@kor 
イホツパ ルウェ、 
@hoPpa ァ UWe, 
カツコク ト / 
kakkok@tono@(a'a) 
オ ロヤチキ 




















































































チシ コカラカラセ ー 
・アキ コ ロ ・アナ ヌ 
ルウェ ネ 、 ア ヤク ヌ、 
・オンネ・アン ヤク ヌ 
・アカムイ ホ ク トゥラノ、 
・ ウ コラン 
カムイ オッタ 
フキ クニ 
ア カムイ ホク 
イェ カネ、 コル 
・ イホッパ ルウェ 、 










152)[cis.ko-karkarse チシ ・ コ ・カラカラ セ 泣く・ 
とともに・ころがる @( ころがりながら 泣く ) 。 ひ 
どく悲しかったりつらかったり 苦しかったりする 
ことを表す語句の 中に、 karkarse カラカラ セ ( ころ 
がる ) という表現がよく 使われる。 
152-3) Ⅱ W り   「ころがりながら 泣いていたⅡ 
155)onne オン ネ 、 には ( 年寄りになる ) と ( 年取っ 
て死ぬ ) の二つの意味があ るが、 ここでは死ぬこ 










164)c と k の間の i イ はよく無声化するが、 ここ 
では無声化していない。 逆に子音 k が有声になり 
かかっており、 ciKi はチギのように 聞こえる。 
0 「 oyaciki オ ロヤチキは、 Ⅱ W り   「なるほど、 そうい 
うことであ ったんだなあ ということがはじめてわ 
かった 0 」あ とになっ・てから 事の次第がわかったこ 
とを表す別言 ョ 、 ( あ あ そうか、 さては、 なるほど ) 。 
-95- 
ホりア コ打 アコンルウェ 
hoku nea=ko Ⅰ ruwe 
ネ、 ア アン 
ne aan 
165  ホク ネ 、 アコンルウェ 
166  ネ、 ア ・アン 
セコロ 














































































169  ヤ イェイソイタク。 





日常話すときは oyaCiki オヤチキ ともいう。 
166)aan ア アンも上と似たような 状況で、 「いま 
わかったことから 察するとあ れはこうだったんだ 
なあ 」と納得したことを 表す助動詞、 (.., したんだ 























































































[ 日本語解説 ) 
ただいま語りましたかソコンド 几 Ⅰ かソ コウ 鳥コの カムユカラ、 一般の言葉で 
( コ 日本語で コ 、 私は言葉はっきり、 わからないんだけれど、 たいがいのところを 
一般の言葉でト 日本語で コ お話をいたします。 
そのかソコンドリの、 お話は、 ( あ づ まあ 、 いま語っている 人は、 この ニ アイヌ 
モシリ といったら、 この世界の、 ( おゴ アイヌのコタン、 アイヌの村の、 女であ っ 
た 、 女の物語、 カム ユかレ というんですがその 女が、 だれかは知らんけれど、 
なんともいえない、 立派なだんなさんと 夫婦になっておって (= なっていて ) 、 
まあ なんでも、 鹿狩り ( で小熊狩り ( でも コ なんでもよくして、 なに ( を コ 食べるに 
( 幻 着るに ( も ) 不自由なく、 ま族 二人で暮らして、 ほんとに神さんのごとくな 人、 
なんともいえない 立派なお方と 一緒になって 喜んで楽しんで、 まあ 、 暮らして 
いてあ ったが、 あ るときのごとに ( Ⅰこと コ 、 あ る日に、 か ソコンドリが、 普通には人 
の屋根に止まって、 鳴く、 声 ( を ) 出す鳥ではないのに、 あ る日に目その 自分ら 
の屋根の上に 止まって夜も 最も、 夜であ れ昼であ れ、 ものか一ト六日 ) 、 夜 
昼、 鳴いていたってのんだね、 その、 鳴いていたかソコンド。 )は 、 なんてゆって 
いるんだか、 同じか ソ コーク かソコク としか言わないもんだから、 普通自分は 
人間だからなにこそりって (= いったい何を 言って 五かソ コーク かソコク と 
ゆっているんだか 自分はいっこうわからんのに 夫なる人は、 仕事場に構 こ に コ 
なって寝ているままに、 うんもしも (?) 自分その話にうごいて 何が用事あ るんだ 
かないんだかいっこう、 自分はむかんない。 
なんのために 鳥がそやってさわいで 夜も最もさわいでいるのかは、 自分で 
しかはっきりわからんで、 むゆ かむばん 乍 六日大塊 ) に、 こうして目かソコン 
ドリが屋根の 上に鳴いて、 そうしたらむ ゆ かめ C 二六日目 コの 、 夕方にようやく、 
夫なる人が自分のほうへ 振り向いて起きて、 座って物語るのには、 
「おいおい、 わしは、 普通の人間で、 いままであ んだと ト あ なた ビ 一緒 ( に コ 
なっておったんでないんですよ」と。 
「ほんとは自分は 天にませるかソコンド ) の王様であ った。 」
kakkok  かソ コクトリの tonoho  ト / ホ とゆったら、 (kak  ヵク 、 )  tonoho  ト / 
ホ とゆったら、 か ソコンドリの 王様ということ、 tonoho  ト / ホ というんですね、 
か ソコンドリの。 kakkok  tonoho  かソ コク ト / ホ てゆったらね、 か ソコンドリの 
王様で、 
-98- 
「天にませる 人であ ったけれど、 自分は天におって、 自分に似合いの、 神さん 
の女がさっぱり ト 全然 コ 、 見当たらん、 そして、 この世界、 この 一 (?) 人間の世 
界振り向いて 見たら、 アイヌの女だけと 幣 、 お前はとっても、 心もよければ、 べラ 
ぴ んでもあ れば、 心もいいしなにしても、 どこからどこまで、 好き合ったがため 
に、 自分は天から 降りて、 人間になって、 いままであ んたと暮らしておりました 
けれど、 い ま か ソコンドリが 夜も昼も、 むゆ かかん ト 六日間 ) 夜も昼も、 鳴いて 
いるとお前はなにごともわからんけれど、 ほんとは言葉で、 いろいろ 話 ( を コ して 
いるんだ、 そして自分はどうしても、 天におらなければならん 役目 ( を ) 持って 
たヰ 0 
天にいろいろな 用があ って、 神々さんど トとコ もろともに相談相手 ( を コ する 
のにおいては、 
「あ んたがいなければ、 天にませる、 神々 様 、 鳥の王様がた、 さっぱり、 その話 
が、 いろいろなこと ( が コ まとまりがたい、 まとまりにくい、 だからどうしても、 あ んた 
は天に昇って、 もとのような、 天の、 鳥の王様 ( に コ なっていなければ、 とてもよ 
くないというために、 自分は使われて 来て、 こんだけしこれだけ 人使いをはた 
さむ けりゃ、 わたしが帰って 行って、 なんと天にませる 神さんにわしがゆえる ( 二 
言える コ の ? なんとしてもあ ん だ ( コ あ なた コ が、 ( えり天に昇らむけりゃならん ] 
ということりえ ば ( Ⅰことを言えば、 こってゆたら (?) 、 火のそばにあ るとあ ん 
たは思うけれど、 ( あ り 火の神様なにが ト なにを コ 物語るか、 あ んたは普通の 
大 だから聞こえない、 わからない、 けれども、 お不動さん ( コ 火の神様 ) も一所懸 
命 ( に ) なって、 
[ もう少しこの 神さん、 このそばに置いてください、 この世の中にもう 少し置 
いてくださるよに (= ように コ お願いします コ 
と 、 お不動さん ( コ 火の女神 ) も、 わたしの前にゆって (= 私のためにとりな 
して ) 、 か ソコンドⅠにお 願いしる (= する コ けれど、 お不動さんの 願いもひとちも 
( 亡 一つも ) 聞き入れてくれない、 
「なんとしても 使い ( を コ来 たさんけりゃ 乍果 たさなけれ出自分も、 がめ た ] 
ってもう言い 切るもんですから、 やむをえず、 まあ 、 天にませる神々さんかん 
なが、 相談にのれ 臣 言って入せっかく、 呼ばられて ト 呼ばれて ) おるのに、 自 
分 がいっこうはって (?k 、 神の道に離れて、 普通の者にもならず、 神にもならず 
となれば、 困るから、 ( あ づ あ すの、 あ すの朝早く、 か ソコンドパふつか ) 、 むの 
か 、 む ばん ( 二六日大晦にと 鳴いてる、 な ぬかめ ( ニセ日日 ) の、 朝、 はやあ く 
  -99 ・ 
( 亡朝早め自分は 天に昇るんだから、 で、 自分は天に昇るけれど、 おまえは、 
( あ り なんとかして、 普通の人間、 どっからか来た 人か知らん、 普通の、 aynu 
okkayPo アイヌ オッカ イボ てゆった 臥 ( あ り 普通のアイヌの 若い衆がどっ 
からか来てそれは、 神様からいらび、 いらんだ (= 選び、 選んだ コ 、 心のえい し 
よい 五 なかなかの 人 ( を コ いらんで ト 選んで コ おまえどこ ト おまえのところに ) 
よこせば、 まあ その二四、 五年ぐらいは 一緒になっておるでしょう。 子どもの一 
人か二人できるでしょう。 だけと治その 途中におまえが、 年いって ト 年取って ) 
からでなく不意な 病気みたいん ト みたいに ) なって、 不意の病気のため 死ん 
でしまう。 死んでしまったら 初めて、 神の国についに、 二人で、 夫婦になって、 円 
満に暮らすこと て が コ できるように、 なるのだから、 いまは、 お互いに泣きながら 別 
れて自分はあ すの朝早く、 天に昇るんだから、 泣かずにおってください」 
と、 その自分の神様みたいな 夫に、 物語りして聞かされたら、 泣かずにおれ 
ない 0 なんとゆっていいかわかんない、 もうせっかく、 きょうはきょうまで、 ともに 
喜んでいたのに、 そのかソコンド ) が夜も最も鳴く 声匝 ) 聞いても、 自分はなに 
こそ (= いったいなにを コゆ って、 おんなじふしに「 かソ コーク かソ コーク かソ 
コーク かソ コク」とゆっているんだと 思っていたら、 たい一した C= たくさん ) そ 
の中に言葉 ( が ) はいっていたの 自分はわかんなかった。 初めて夫から 聞いた 
杖はあ 、 そういう物語りお 互いに、 ゆっておるの、 初めて聞いてわかった。 だが 
もう、 みようあ さと ト 翌朝に コ なったら、 遅くでも行く 話だと思っても、 薄暗く ト 
薄明るのなったらもはや、 立派なころもが し を コ 、 6 枚くらい 帯 ( を ) して 6 枚くら 
い帯もしないで ガホガホ さして、 外へ出て行く 行く、 自分もあ と ( に コ ついて出て 
行ったら、 ( その づ nusa ヌサ とゆったら、 祭壇だね、 昔の人は、 nusa ヌサ 
とゆったら外に、 ( うん )rorunpuyar ロ ルンプ ヤさ とゆったら車窓のほうに、 
祭壇があ るのは nusa ヌサ という。 その nusa ヌサと 家の間に、 祭壇 どト 
と ) 、 うち ト家 ) の 間 まで行ってから 一生懸命、 tapkar タ フカさ てゆったら、 
昔の人は、 なにかのときに、 お祝いのときに、 ( あ ーづ 舞踊りすることを ぬ pkar 
タ フかレ という。 そのね pkar タ フ か し をいっし ょ けんめやっていたと 思っ 
たら不意に大きなかソコンド W( に ) なって、 そして天に昇ろうとする、 さあ 、 その下 
から自分は、 はあ もう、 
「神さんの夫なる 人、 もう少しおって ト いて コ ください、 もう少し ( いや ) おっ 
てくださ し Ⅱ 
といっしょうけんめ ん ( コ一生懸命に コ なって、 お願いして、 お願いしながら、 
-100 ， 
おいおいおいおい おいおいおいおい ( 注 :2 回とも「おいよいよいよい」のよ 
うに聞こえる コと 言って泣いて 泣きながら下手 臼コ 振り ニ 一生懸命まね ぎ て 
で、 て まね ぎ ( コ手拓 討 やら泣くや臥そしたらこんどその、 大きな鳥になったか 
と思った夫が、 もう、 ( あ ー ん ) お どす (= 落とす コ 涙が、 もうグルグルグルグル、 
自分の上から、 上からいっしょうけんめんなって 飛んで舞う、 自分の上から 舞 
ぃ 回って、 涙 おどす ( コ 落とす コ のほんとにもう、 大雨でも降ってくるよに、 その 
落とす涙が自分の 上へ、 バラバラバラバラその 涙が落ちながらに (= 涙 が落ち 
てくる間に八五、 六回ぐらい舞い 回ってからに、 ( ふん ) なにか思い出したよに 
不意に天のほうへ、 飛んで昇って 行ってしまう、 そのあ とすがた ト 後ろ姿を コ 
見送りながら、 自分は大きな 声で 
「おいおいおいおい ( 泣き声 コ 、 神の王、 神様の夫がもはや、 ( ええ ) どこかは 
( コヘ ) 行ってしまってなさけない 残俳だ」 
と泣きながらうち ト家 ) へはいっていって、 karkarsekor カラカラ セ コロ 、
paraparak ニ ;an パラバラバアン とゆったら、 ころがりながら、 大きな声で、 
paraparak パラバラク とゆったら、 大きなこい ( Ⅰ 声コ でおいおい泣くこと 
paraparak パラパラク ( 注 : 舌がもつれてバラッパ クと 言っているがパラパラ ク 
というところ。 コ というのね、 そうしてそういうようにして、 いっしょうけんめんなっ 
て、 夫を ト 夫のことで ) 悲しいために、 ころがって泣いておったけれどこんど 
は、 夫の語ったことは、 ( あ づ 
「まあ 、 おまえが、 もしや、 あ とで人間の、 若いお方が来ていっしょん [ 三一緒 
に ) なって、 五、 六年一緒んなって 子どもの一人か 二人できたら、 おまえは不意 
な病気で、 亡くなることでしょう、 亡くなった岐神様の 国、 天に行って、 あ んたの 
魂 ( が コ行って初めて、 ( んづ円満の将来の。 ( お り 夫婦となって 神様に ( コ の 
ところで ) 暮らすこと」 
とゆって ( 二言って コ 行ったもんなあ ということ ( に ) 、 気がついてそれからよ 
うやく、 いて目まあ 、 いつのまにかその、 人間の、 人が来るか来ないか、 それを 
待つわけではないけれど、 わが夫の語ったことやら 思ったことを、 思い出して、 
泣いてみたり、 または早く死んで、 あ の世に、 一緒になりたいという、 楽しみを 
思っておりますという、 女の物語り。 終わり ! 
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[ 異伝 ・類語 ] 
(1 にの録音より 2 カ月前の 1959 年 9 月 5 日 -6 日に音楽家の 故近藤錦二郎 
氏 ( アイヌ民謡研究会代表 ) が、 富川で ( おそらく駒沢元蔵 氏の旅館で ) 
録音したテープ ( 「近藤テープ」と 略称する ) の中に、 この同じ話者 ワテ 
ケ 氏が謡った 、 同じ神謡が入っている。 その複製テープが 北海道沙流郡 
門別町郷土史研究会に 所蔵 されている : 目録「砂流アイヌの 歌謡」㈹ 別 
町 郷土史研究会、 1966) 。 当の神謡はその 整理番号 29 、 「カッコ一の 神」。 
時 「同じ神謡の 二つの録音」 1 。 そのオリジナルテープは、 北海道大学文 
学部に所蔵 されている。 
別の話者が謡った 神謡で、 これらの 異伝 ・類語といえるものを、 既刊のもの 
の中に探すと、 次の (2) 一 (6) があ る。 このうち (2) は音声とテキストがセット 
になっている (( 音声とテキストコ と 書き添える ) 。 (3 片 (6) は、 残俳ながら音声 
を 伴わず、 テキストのみが 出版されているもの (( テキスト ) と書き添える ) 、 日 
本語訳のみのもの㏄ 日本語のみ ) と 書き添える ) であ る。 
その中で (3 片 (4) は、 カッコウの神ではなく Kanna-kamuy カンナカムイ ( 雷 
神 ) の話になっているが、 話の大すじは 基本的に同じであ る。 天から呼びもど 
しの使いに来るのはカッコウの 神であ る。 
また (6) は、 前半部分に別の 話があ るが、 後半は上記の 4 福の神謡と、 基本 
的に同じ内容であ る。 これらはすべて、 折り返し ( サケ ヘ ) が ワテケ 氏の 2% 
と 全く異なり、 まるで恐ろしい、 一大事を語る 神謡を思わせるような 折り返し 
になっている。 
(2) 「アホ ク フ カッコ ク カムイ ネ a 報 okuhukakkokkamuyne 私の夫 
は カッコウ 鳥 」 ( 折り返し : / ウワオオオ nowwaooo) ( 音声とテキ 
スト ) 、 1 ㏄ 1 年 10 月 29 日録音、 謡い 手 : 黒川 ち ねぶさん ( 砂流 ) 、 筆記・ 
訳 : 菅野茂、 『 萱 野茂のアイヌ 神話集成」 第 1 巻 ( 萱 野茂、 ビクターエン 
タテイメント、 1998) 、 pp.24-43. ( テキストはすでに『カムイユカラと 昔 
話」 ( 菅野茂、 小学館、 1988) に所収 お 
(3) 「神謡 90  人間の女の自叙 ハ nu-menokoyaieyukar アイヌ メ / コ ヤイ 
エユ か し 」 ( 折り返し :Hunnaao フン ナ アオ 一 ) ( テキスト ) 、 1940 年 
8 月 19 日採集、 伝承者 : 鹿田シムカ 二 ( 旭川遊女 ) 、 [ アイヌ叙事詩神謡， 
聖 伝の研究 J ( 久保寺 逸彦輻 、 岩波書店、 1977) 、 pp.404409. CDonaIdL. 
PhlHippl, 文 <ngssof ㏄ ds, 鰯 <ngssofHuumans,(Univ.ofTokyoPress,1979) に 
英訳のみが所収 お 
(4) 「 妻 慕う雷神」 ( 折り返し : Ⅲ nowa6 ヒ / ウ アオ 一 ) ( テキスト ) 、 1967 
- Ⅰ 02- 
年 1 月 3 日録音、 伝承 : イトモ シマ ツ ( 母 ) 、 録音筆記・対訳 : 大塚一美、 
『キナ ラ フック・ユーカラ 集 」 G 杉村キナ ラ フック・大塚一美・ 三好文夫・ 
杉村京子、 旭川叢書、 1 ㏄ 9) 、 pp.g1-99. 
(5) 「 ヵッコウ の妻になった 娘 」 ( 折り返し :hunna:o:,noWao: フンナーオー、 
/ 一％ オ 一 ) L テキスト ) 、 1987 年 10 月 30 日録音、 謡い 手 : 白沢ナベ、 訳 
注 : 中川裕、 r 平成 5 年度 アイヌ無形民俗文化財記録刊行シリーズ W 
オ イナ ( 神々の物語 ) 3J ( 北海道教育庁生涯学習部文化 課縞 、 北海道文 
化財保護協会、 1994) 、 pp.213-239. 
(6) 「天に帰った 夫 」 ( 折り返し : イ / 、 オア、 ウン フナ、 オハ 、 ウ ) ( 日本 
語 のみ コ、 語り手 : 三浦トク、 「日本の昔話 2  アイヌの昔話」 ( 浅井手編、 
日本放送出版協会、 1972) 、 pp.236-246. 
ヵッコゥ の神に関する 神謡は、 ほかにも数篇記録・ 刊行されたり、 アイヌ神 
謡の例としていろいろな 本の中で例示されたりしている。 その中には、 以下の 
(7)@19) のように、 以上の神謡とは 別の話もあ る。 これらの神謡の 折り返し ( サ 
ケ ヘ 、 リフレイン ) は、 記録されているかぎりみな、 ヮテケ 氏の神謡のそれと 
類似の、 ヵッコゥ の鳴き声を使ったものであ る。 
このことから、 別々の系統の 神謡の間に、 伝承の過程でなんらかの 曲がり、 あ 
るいは混同が 起こった可能性が 考えられる。 
次の (7 片 (11) は、 あ る少年が ヵッコウ に、 またはカッコウ とマ マ バト に、 ま 
たは ヵッコウと ツツドリに、 育てられた話であ る。 折り返し ( サケ ヘ / サハ ツ 折 
り節、 リフレイン ) は、 ワテケ 氏の上記の 2 篇とほぼ同じで、 かソコウ の鳴き 
声の操り返しの 前に hana ハナまたは hara ハさ がついている。 
(7) 「カッコウ 鳥とホ ンオキクルミ」 ( 折り返し : ハラかソ コ ソ ) げ キストコ 、
1 ㏄ 9 年 4 月 15 日採録、 語り手 : 黒川てしめ、 『カムイユカラと 昔話 J ( 萱 
野茂、 小学館、 1988) 、 pp.32 億 345. 
(8) 「カッコウとツツドリに 養育されたユ ー ペッの少年の 物語」 ( 折り返し : ハ 
ラ カッコーク harakakkok) I, テキストコ 、 語り : 西島テル、 訳註 : 藤村 
人相、 『昭和 52 年度アイヌ民俗文化財緊急調査報告書」 ( 北海道教育委員 
会、 1978) 、 「平成 5 年度 アイヌ無形民俗文化財記録刊行シリーズ W 
クイナ ( 神々の物語 ) 3J ( 北海道教育庁生涯学習部文化 課輻 、 北海道文 
化財保護協会、 1994) 、 pp.8 ㌔ 98. 
(9) 「カッコウとツツドリに 養育された石狩河口の 少年の物語」 ( 折り返し   
harakakkok ハラ カッコーク ) C テキストコ 、 語り : 西島テル、 ・訳註 : 藤 
村人相、 「昭和 53 年度アイヌ民俗文化財緊急調査報告書 J ( 北海道教育委 
員会、 1979) 、 「平成 5 年度 アイヌ無形民俗文化財記録刊行シリーズ W 
-103 ， 
オ イナ ( 神々の物語 )3J ( 北海道教育庁生涯学習部文化 課輻 、 北海道文 
化財保護協会、 1994) 、 pp.99-122. 
(10) 「カッコ ク サ ボ のカムイユーカル」 ( 折り返し ',hanakakkok ハナ カクコバ 
( テキスⅡ、 1980 年 10 月 2 日録昔、 謡い 手 : 織田ステ / 、 筆記・訳註 : 
岡田路 明 、 「神々の物語 STORIESOFGODSJ ( 財団法人アイヌ 無形文 
化伝承保存会、 1981) 、 pp.9%163. 
(11) 「カムイユカラ 9 」 (kakkoksapo カッコ ク サポ に始まる コ ( 折り返 
し サハ :hanakakkok ハナ カッコク ) ( テキスト ) 、 1986 年 2 月 21 日 
録昔、 謡い 手 : 織田ステ ノ 、 筆記・訳註 : 奥田航己、 『 静 内地方の伝承 V 
一 織田ステ /0 口承文芸 (5) 一 』 ( 北海道諦 内 W 教育委員会、 1995) 、 
pp.257.418. 
以下、 (12)-(18) は 、 上の各神謡とも 異なる、 いろいろな内容の 神謡であ る。 
(13W は冒頭の 10 行ほどの断片のみで、 スト一リーは 不明だが、 (17) と同じ内容 
の神謡であ ったかもしれない。 
(12) 「神謡 45  郭公鳥の神の 自叙 Kakkok.tonoisoitak カッコクト /  イソ 
イタク」 ( 折り返し :Hankakkokakkok ハンカッコ カッコク ) C テキス 
ト ) 、 1932 年 10 月 5 日録音、 伝承者 : 平賀 ェテ ノア、 「アイヌ叙事詩 神 
謡・ 聖 伝の研究』 ( 久保寺速度 編 、 岩波書店、 1977) 、 pp.209-214. 
(13) 「旭川に伝わる 神々 ( テキスト ) の物語 (1) 」 ( 折り節 :han kakkok 
kakkakkok ハンカッコーク、 カッカッコク ) ( 断片、 テキストコ、 1958 年 
11 月 30 日 ( イ コ マンテの 際 ) 録音、 謡い 手 : 旭川の古老の 方々、 「平成 
5 年度 アイヌ無形民俗文化財記録刊行シリーズ W  クイナ ( 神々の 物 
語 ) 3J ( 北海道教育庁生涯学習部文化 課編 、 北海道文化財保護協会、 
1994) 、 pp.295-299. 
(14) 「カッコ一の 神謡 (kamuyyukar) 」 ( 折り返し :hankakkok ハンカッ 
コ ( ママ )) ( ローマ字テキストと 日本語調 ( 箭内地区・新定 萬世 、 蔦屋 
で、 おそらく 1962 年に収録 ) 日本放送協会編「アイヌ 伝統音楽 J ( 日本放 
選出版協会、 1965) 、 pp.461-463. 。 
(15) 「フレ・カッコク・カッコク」『知里真志保著作集 第 1 巻 J( 平凡社、 1973) 。 
これはすでに「 赤翔鼓 鳥が所作しながら 歌った神謡」という 題で、 知里 
真志保 丁 アイヌ文学 ] ( 元々 社 、 1955) 、 「ユーカラ 鍍賞 ] ( 元々 社 、 1956) 
に所収。 
(16) 「 閑古 鳥の 俄悔 」 ( 日本語による 内容紹介 ) 、 伝承 : 勝川ウサカラ べ ( 十 
勝 芽 奉天 ) 、 「アイヌ民話 集 ( 増補改訂版Ⅱ ( 更科源蔵 、 北書房、 1970) 、 
pp.124125. 
-104 ・ 
(17) 「かっこうに 助けられた 子 」 ( 折り返し : ハム かソコゥ 、 カッコ、 カッコ ) 
( 日本語のみ ) 、 語り手 : 間野ハル エ ( 旭 ⅠⅡ ) 、 Ⅰ日本の昔話 2  アイヌの 
昔話」 ( 浅井手編、 日本放送出版協会、 1972) 、 pp.19 色 202. 
(18) 「カッコ 一 鳥の歌」 ( 折り返し : かソ コー カッコ 一 オオー カッコ一 ) 
( 日本語のみ ) 、 「カムイ・ユーカラ アイヌ・ラッ・クル 伝 」 ( 山本多劫、 
平凡社ライプラリー、 1993) 、 pp.1 ㏄ -103. 
(19) 胆払 ( ママ、 胆振 ?) 虻 田の神謡および 十勝非望太の 神謡 ( 日本語による 
紹介 コ 更科源蔵 ・更科 光 「コタン生物 記 111 野鳥・水鳥・ 昆虫篇 J ( 法政 
大学出版局、 1977) 、 pp.613-616. 
-105 ， 
